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6月
定例議会

　

６
月
定
例
議
会
は
、
５
月
25
日
か
ら
６
月
９
日
ま
で
16
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
、
追
加
議
案
で
あ
る
公
設
宮
代
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
六
花
の
空
調
機
器
更
新
工
事

な
ど
８
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
の
「
年
金
引
き
上
げ
な
ど
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
」
と
「
特
別
支
援
学
校
・
学
級
等
へ
の
教
員
等
の
適
切
な

配
置
を
求
め
る
意
見
書
」
は
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
13
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
第
７

条
第
１
項
の
規
定
（
市
町

村
は
、
空
家
等
対
策
計
画

の
作
成
及
び
変
更
並
び
に

実
施
に
関
す
る
協
議
を
行

う
た
め
の
協
議
会
を
組
織

す
る
こ
と
が
で
き
る
）
に

基
づ
き
、
宮
代
町
空
家
等

対
策
協
議
会
を
設
置
す
る

も
の
で
す
。

●
協
議
会
の
掌
握
事
務

①
空
家
等
※

対
策
計
画
の

作
成
、
変
更
、
実
施
に
関

す
る
事
項

②
特
定
空
家
等
※
の
認
定
、

措
置
の
方
針
に
関
す
る
事

項③
空
家
等
に
関
す
る
施
策

の
推
進
に
関
し
町
長
が
必

要
と
認
め
る
事
項 全

会
一
致
で
可
決

※
空
家
等
と
は
　
建
築
物
ま
た

は
こ
れ
に
附
属
す
る
工
作
物
で

あ
っ
て
、
居
住
そ
の
他
の
使
用

が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
常

態
で
あ
る
も
の
及
び
そ
の
敷
地

（
立
木
そ
の
他
の
土
地
に
定
着

す
る
も
の
を
含
む
）
を
い
う
。

※
特
定
空
家
等
と
は　
そ
の
ま

ま
放
置
す
れ
ば
倒
壊
な
ど
著
し

く
保
安
上
危
険
と
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
状
態
、
著
し
く
景
観
を

損
な
っ
て
い
る
状
態
な
ど
、
周

辺
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る

た
め
に
放
置
す
る
こ
と
が
不
適

切
で
あ
る
状
態
と
認
め
ら
れ
る

空
家
な
ど
の
こ
と
。

協
議
会
の
設
置
は
、空
家
対
策
の
第
一
歩

宮
代
町
空
家
等
対
策
協
議
会
条
例
の
概
要
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●
協
議
会
の
組
織

　
町
長
の
ほ
か
、
委
員
10

人
以
内
で
組
織
（
町
長
、

地
域
住
民
、
議
会
議
員
、

法
務
、
不
動
産
、
建
築
、

福
祉
、
文
化
等
に
関
す
る

学
識
経
験
者
そ
の
他
の
町

長
が
必
要
と
認
め
る
者
を

も
っ
て
構
成
）
す
る
。

　
任
期
は
２
年
と
す
る
。

問　
空
家
と
特
定
空
家
は

何
軒
位
あ
る
の
か
。

答　
令
和
５
年
３
月
31
日

現
在
で
76
軒
の
空
家
が
あ

る
。
特
定
空
家
は
ゼ
ロ
軒

で
あ
る
。

問　
委
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
は
い
く
ら
か
。

答　
会
長
は
町
長
な
の
で

報
酬
は
出
な
い
。
専
門
家

に
つ
い
て
は
報
酬
が
１
回

１
万
円
、
地
域
住
民
の
方

は
１
回
３
０
０
０
円
と
な

っ
て
い
る
。
費
用
弁
償
は

１
回
３
０
０
円
と
い
う
規

定
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
遠
方
か
ら
交
通
費
を

使
っ
て
来
る
場
合
は
、
そ

の
分
加
算
さ
れ
る
。

問　
空
家
対
策
協
議
会
で

取
り
壊
す
と
判
断
し
た
場

合
、
協
議
会
が
責
任
を
持

っ
て
や
る
の
か
、
そ
れ
と

も
町
が
責
任
を
持
つ
の
か
。

費
用
負
担
は
誰
が
す
る
の

か
。

答　
防
犯
・
防
災
上
、
危

険
と
判
断
し
た
場
合
は
、

取
り
壊
し
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
、
制
度
の
枠
組
み
と

し
て
は
想
定
さ
れ
て
い
る
。

費
用
に
つ
い
て
は
、
原
則

的
に
は
所
有
者
に
負
担
を

し
て
も
ら
う
。
協
議
会
の

意
見
を
踏
ま
え
て
最
終
的

に
町
が
判
断
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

問　
お
金
が
払
え
な
い
場

合
は
。

答　
国
土
交
通
省
な
ど
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、

財
産
管
理
人
な
ど
を
立
て

て
、
そ
の
中
で
債
権
の
回

収
を
行
っ
て
い
く
な
ど
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
現
時
点
で
宮

代
町
と
し
て
ど
こ
ま
で
そ

れ
が
で
き
る
か
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、
協
議
会

の
中
で
も
検
討
し
、
対
応

し
て
い
き
た
い
。

問　
所
有
者
不
明
の
場
合

は
、
今
後
、
別
の
条
例
を

つ
く
っ
て
解
決
を
図
る
の

か
。

答　
所
有
者
不
明
の
場
合

な
ど
も
含
め
、
特
別
措
置

法
以
外
に
も
様
々
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
あ
る
。

　
ど
う
し
て
い
く
か
、
今

後
の
課
題
と
し
て
整
理
を

し
、
協
議
会
の
中
で
議
論

を
深
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　
空
家
を
な
く
す
た
め

に
、
町
は
ど
の
よ
う
な
対

策
を
講
じ
る
の
か
。

答　
空
家
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。
空
家
に
つ
い
て
は
、

活
用
と
い
う
部
分
で
様
々

な
メ
リ
ッ
ト
が
出
て
く
れ

ば
、
活
用
に
向
け
て
の
議

論
と
い
う
の
が
活
発
化
さ

れ
る
と
思
っ
て
い
る
。
国

や
県
、
市
町
村
が
行
っ
て

い
る
空
家
対
策
と
い
う
の

は
こ
れ
か
ら
拡
充
、
充
実

を
し
て
い
く
と
い
う
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
。

　町内には空家が増えてきました

丸
藤 

栄
一 

議
員

　
宮
代
町
で
は
、
空
家
に
起

因
す
る
様
々
な
問
題
の
対
処

に
迫
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
解

決
は
急
務
と
も
い
え
る
。
空

家
問
題
の
解
決
ま
で
、
紆う

よ余

曲き
ょ
く
せ
つ折
は
あ
る
と
思
う
が
、
今

後
も
注
視
を
し
て
い
き
た
い
。

塚
村 

香
織 

議
員

　
現
状
の
課
題
の
解
決
に
向

け
、
町
と
し
て
取
り
組
む
姿

勢
に
町
民
の
方
か
ら
も
期
待

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
声
を
受
け
止
め
て
進
め

る
第
一
歩
と
な
っ
た
条
例
に

賛
成
し
た
い
と
思
う
。

西
村 

茂
久 

議
員

　
今
回
の
条
例
案
は
、
空
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
に
基
づ
い
て
新
た

に
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で

あ
る
。
宮
代
町
の
空
家
対
策

を
本
格
的
に
推
進
す
る
第
一

歩
と
し
て
、
高
く
評
価
す
る
。

主
な
質
疑

賛
成
討
論
討
論

賛
成
討
論
討
論

賛
成
討
論
討
論
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地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品

な
ど
の
物
価
高
騰
対
策
の
実

施
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
実
施
に
要
す
る

費
用
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
交
付
金
の
採
択

に
伴
う
財
源
更
正
な
ど
が
主
な

内
容
で
す
。

<

全
会
一
致
で
可
決>

問　
給
与
費
明
細
書
の
中
の
会

計
年
度
任
用
職
員
以
外
の
超
過

勤
務
手
当
と
は
ど
の
よ
う
な
内

容
な
の
か
。

答　
民
生
費
の
物
価
高
騰
対
策

支
援
金
給
付
事
業
に
お
い
て
、

超
過
勤
務
手
当
10
万
円
を
計
上

し
て
い
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
に
お
い
て
、
常
勤
職
員
の
超

過
勤
務
手
当
20
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

問　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
交
付
金
を
活
用
し
た
電
子

シ
ス
テ
ム
の
更
新
が
リ
ー
ス
料

か
ら
購
入
へ
移
っ
た
が
、
校
務

用
Ｐ
Ｃ
な
ど
借
り
上
げ
料
の
積

算
の
内
訳
と
、
新
し
い
Ｏ
Ａ
関

係
備
品
購
入
費
の
内
訳
は
。

答　
今
回
補
助
金
の
採
択
を
受

け
、
教
職
員
用
の
パ
ソ
コ
ン
を

除
く
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
リ

ー
ス
か
ら
購
入
に
変
え
た
。
教

職
員
用
パ
ソ
コ
ン
の
リ
ー
ス
料

は
６
か
月
で
４
１
８
万
５
０
０

０
円
に
な
る
の
で
、
当
初
予
算

に
お
け
る
６
か
月
分
の
リ
ー
ス

料
１
２
４
８
万
円
か
ら
引
い
た

金
額
が
８
２
９
万
５
０
０
０
円

と
な
る
。
備
品
購
入
費
の
９
７

１
３
万
円
に
つ
い
て
は
、
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
係
る

費
用
で
あ
る
。シ
ス
テ
ム
料
金
、

サ
ー
バ
ー
の
入
替
え
、
プ
リ
ン

タ
ー
な
ど
で
、
５
年
間
分
の
保

守
も
含
め
た
も
の
と
な
る
。

問　
商
工
業
振
興
事
業
で
、
運

営
手
数
料
、
シ
ス
テ
ム
利
用
手

数
料
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

事
業
負
担
金
の
積
算
の
内
訳

は
。

答　
運
営
手
数
料
は
、
定
額
で

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
運
営
す
る
上

で
の
費
用
と
な
る
。
シ
ス
テ
ム

利
用
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
事

業
費
の
３
０
０
０
万
円
に
対
し

て
、
手
数
料
の
３
％
分
に
消
費

税
を
加
え
た
額
が
99
万
円
と
な

る
。
事
業
負
担
金
は
町
の
ほ
う

で
負
担
を
す
る
ポ
イ
ン
ト
分
を

過
去
の
実
績
か
ら
想
定
を
し

て
、
今
回
は
３
０
０
０
万
円
と

い
う
こ
と
で
計
上
し
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
予
算
の
主
な
事
業

主
な
質
疑

新型コロナワクチン
接種事業

令和５年秋開始接種の実施
対象▶５歳以上　時期▶９月以降

物価高騰対策支援金
給付事業

住民税非課税世帯
1世帯に30,000円を給付

高齢者生活支援事業 65歳以上の高齢者に「ありがとう券」
3,000円分を配布

宮代町子育て世帯応
援金給付事業

15歳以下の子ども
１人に10,000円を給付

商工業振興事業 キャッシュレスキャンペーンの実施
（還元率25％）

秋の新型　コロナワクチン接種と秋の新型　コロナワクチン接種と
物価高騰　対策を推進。物価高騰　対策を推進。

4億2,551.7万円

一般会計補正予算・専決処分
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塚
村 

香
織 

議
員

　

子
育
て
世
帯
と
高

齢
者
へ
給
付
金
や
あ

り
が
と
う
券
の
配
布

の
支
援
は
、
町
民
に

喜
ば
れ
る
。
ま
た
国

の
補
助
金
を
活
用
し

た
事
業
に
取
り
組
み
、

約
３
０
０
０
万
円
を

削
減
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
、
賛
成
と

す
る
。

土
渕 

保
美 

議
員

　

低
所
得
の
子
育
て

世
帯
に
対
す
る
特
別

給
付
や
住
民
税
非
課

税
世
帯
に
対
す
る
支

援
金
、
ま
た
、
９
月

ご
ろ
に
行
わ
れ
る
ペ

イ
ペ
イ
25
％
ポ
イ
ン

ト
還
元
な
ど
の
支
援

事
業
を
高
評
価
と
捉

え
、
賛
成
討
論
と
す

る
。

賛
成
討
論
討
論

賛
成
討
論
討
論

問　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
を
使

っ
て
行
う
が
、
他
決
済
事
業
者

は
使
わ
な
い
の
か
、
ま
た
現
金

決
済
を
す
る
人
に
つ
い
て
、
町

は
何
も
支
援
し
な
い
の
か
。

答　
事
業
者
に
占
め
る
割
合
は
、

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
が
50
％
で
、
多

く
普
及
し
て
お
り
、
利
便
性
が

高
い
の
で
決
定
し
た
。
現
金
の

み
の
支
払
い
で
は
対
象
に
な
ら

な
い
。
手
間
は
か
か
る
が
、
ス

マ
ホ
に
電
子
決
済
の
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
現
金
を
移

し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
ポ
イ

ン
ト
バ
ッ
ク
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

問　
高
齢
者
に
対
す
る
あ
り
が

と
う
券
は
、
１
万
１
４
０
０
人

へ
３
０
０
０
円
を
給
付
と
い
う

算
出
で
あ
る
が
、
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

答　
商
工
会
が
発
行
す
る
商
品

券
で
、
加
盟
を
し
て
い
る
店
舗

に
て
利
用
が
で
き
、
飲
食
店
、

小
売
店
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
も
利

用
で
き
る
。
１
枚
５
０
０
円
の

券
面
６
枚
を
送
付
す
る
予
定
。

問　
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業
で
、
１
０
７
万
８
０
０
０

円
の
電
気
設
備
の
更
新
工
事
の

詳
細
を
伺
う
。

答　
施
設
で
使
っ
て
い
る
高
圧

の
電
流
が
、
事
故
が
あ
っ
た
と

き
に
近
隣
の
住
宅
や
事
業
所
に

流
れ
出
す
と
甚
大
な
被
害
を
起

こ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
分
岐
の
開
閉

器
の
工
事
を
行
う
。
基
本
協
定

書
に
お
い
て
、
修
繕
は
20
万
円

を
超
え
る
場
合
は
、
町
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

専決処分議案

秋の新型　コロナワクチン接種と秋の新型　コロナワクチン接種と
物価高騰　対策を推進。物価高騰　対策を推進。

4億2,551.7万円令和５年度
一般会計補正予算

９月から始まる新型コロナワクチン接種は進修館の大ホールで開催

専決処分
19号 税条例の一部を改正する条例

専決処分
20号

都市計画税条例の一部を改正する
条例

専決処分
21号

国民健康保険税条例の一部を改正
する条例

専決処分
22号

一般会計補正予算（専決第１号）
子育て世帯生活支援特別給付金給付事
業（低所得者世帯の児童1人に50,000
円支給）
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〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

　

燃
費
性
能
等
の
優
れ
た
軽
自
動
車

に
適
用
し
て
い
る
種
別
割
の
税
率
の

特
例
、
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
適
用
期

限
を
最
大
で
３
年
間
延
長
と
す
る
な

ど
。

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

　

法
律
の
改
正
に
伴
う
条
例
の
引
用

条
文
の
条
項
の
繰
上
げ
を
行
う
。

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

　

低
所
得
者
に
対
す
る
国
民
健
康
保

険
税
の
減
額
の
対
象
と
な
る
世
帯

の
所
得
に
つ
い
て
、
５
割
軽
減
及
び

２
割
軽
減
の
基
準
額
を
引
き
上
げ
る
。

軽
減
の
対
象
世
帯
が
拡
充
す
る
。

〈
賛
成
8
、
反
対
５
で
可
決
〉

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
持
者

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
電
子
証
明
書

の
機
能
の
搭
載
が
可
能
と
な
り
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
設
置

さ
れ
て
い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
に
お

け
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
印
鑑

登
録
証
明
書
の
交
付
が
可
能
と
な
る

た
め
、
条
例
の
規
定
を
改
正
す
る
。

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
の
改
正
は
４
件
上
程
さ
れ
ま
し
た

条
例
の
改
正
は
４
件
上
程
さ
れ
ま
し
た

「
医
療
セ
ン
タ
ー
六
花
」

「
医
療
セ
ン
タ
ー
六
花
」

空
調
機
器
更
新
工
事

空
調
機
器
更
新
工
事

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

　

公
設
宮
代
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
六

花
の
空
調
機
器
更
新
工
事
の
施
工
箇

所
は
、
同
施
設
の
診
療
所
、
老
人
保

健
施
設
を
は
じ
め
と
し
た
全
館
で
す
。

工
事
の
内
容
は
、
室
内
機
、
室
外
機

合
わ
せ
て
１
９
６
台
の
入
替
え
工
事

で
す
。
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す

る
議
案
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

工 

事 

請 

負 

契 

約 

の 

締 

結

西
村 

茂
久 

議
員

　

平
成
31
年
２
月
時
点
に
お
い
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
マ
ル
チ
コ
ピ

ー
機
で
印
鑑
登
録
証
明
書
を
交
付

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
条
例
改
正

時
に
は
、
議
員
で
な
か
っ
た
た
め

賛
成
反
対
の
機
会
が
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
と
き
以
降
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
係
る
不

祥
事
が
続
発
す
る
今
日
の
段
階
に

お
い
て
、
抜
本
的
解
決
が
な
さ
れ

ず
、
町
条
例
の
改
正
に
進
む
こ
と

は
賛
成
で
き
な
い
。

反
対
討
論
討
論

●�

公
設
宮
代
福
祉
医
療
セ

ン
タ
ー
六
花
空
調
機
器

更
新
工
事

　
請
負
金
額

　
　
１
億
３
４
２
０
万
円

　
履
行
期
限

　
　
令
和
６
年
３
月
31
日

　
請
負
業
者

　
　
㈱
中
村
工
業
所

工事請負契約・条例改正
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議
　
案
　
番
　
号

議　　案
議
　
決
　
結
　
果

日　本
共産党

無
会
派

政策会議
かがやき 公明党 令和新風の会 議

　
長２人 1人 ３人 ２人 ５人

山
下
　
秋
夫

丸
藤
　
栄
一

九、山
　
妙
子

金
子
　
正
志

西
村
　
茂
久

小
河
原
　
正

泉
　
伸
一
郎

⻆
野
由
紀
子

塚
村
　
香
織

田
島
　
正
徳

土
渕
　
保
美

深
井
　
義
秋

川
野
　
武
志

合
川
　
泰
治

19 専決処分の承認を求めること（税条例の一部を改正する条例） 可
決○ ○ ○ ○○○ ○○ ◯○○○○ ―

20 専決処分の承認を求めること（都市計画税条例の一部を改正する条例） 可
決○ ○ ○ ○○○ ○○ ◯○○○○ ―

21 専決処分の承認を求めること（国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 可
決○ ○ ○ ○○○ ○○ ○○○○○ ―

22 専決処分の承認を求めること（令和５年度一般会計補正予算（専決第１号）） 可
決○ ○ ○ ○○○ ○○ ○○○○○ ―

23 空家等対策協議会条例 可
決○ ○ ○ ○○○ ○○ ○○○○○ ―

24 印鑑条例の一部を改正する条例 可
決● ● ○ ●●● ○○ ○○○○○ ―

25 令和５年度一般会計補正予算（第１号） 可
決○ ○ ○ ○○○ ○○ ○○○○○ ―

26 工事請負契約の締結（公設宮代福祉医療センター六花空調機器更新工事） 可
決○ ○ ○ ○○○ ○○ ○○○○○ ―

意見書
3 年金引き上げなどの改善を求める意見書 可

決○ ○ ○ ○○○ ○○ ○○○○○ ―

意見書
4 特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書 可

決○ ○ ○ ○○○ ○○ ○○○○○ ―

議案に対する各議員の賛否 ○賛成 　 ●反対
− 議長は採決に加わらない

　

す
べ
て
の
高
齢
者
の
生
活
を
支
え

る
た
め
、
公
的
年
金
の
改
善
が
必
要

で
す
。
し
か
し
、
２
０
２
２
年
度
は

物
価
高
騰
の
中
で
年
金
額
は
0.4
％
の

引
き
下
げ
、
２
０
２
３
年
度
は
物
価

変
動
率
に
届
か
な
い
額
で
す
。
年
金

引
き
下
げ
の
仕
組
み
を
変
え
、
物
価

上
昇
に
見
合
う
年
度
額
の
引
き
上
げ

が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
地
域
経
済
に

と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
、
退
職
か
、
働
く
か

を
主
体
的
に
選
べ
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
全
額
国
庫
負
担
の
「
最
低
保
障

年
金
制
度
」
が
必
要
で
す
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

公
的
年
金
の
抜
本
的
な
改
善
を
は
か

る
よ
う
強
く
要
望

し
ま
す
。�〈
要
旨
〉

年
金
引
き
上
げ
な
ど
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

�

特
別
支
援
学
校
・
学
級
等
へ
の
教
員
等
の
適
切

な
配
置
を
求
め
る
意
見
書�

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

意
見
書

意
見
書

　

特
別
支
援
教
育
を
受
け
る
児
童
生

徒
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
適
切
に

対
処
す
る
た
め
に
は
、
特
別
支
援
学

校
・
学
級
へ
の
専
門
的
な
知
識
や
経

験
を
持
っ
た
教
員
等
の
増
員
が
必
要

で
あ
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
多
様
性
を

尊
重
す
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

さ
ら
な
る
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
適
切
な
配
置

特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
適
切
な
配
置

看
護
師
等
の
専
門
家
の
適
切
な
配
置

特
別
支
援
学
校
の
セ
ン
タ
ー
的
機
能

の
強
化

特
別
支
援
教
育
デ
ジ
タ
ル
支
援
員
（
仮

称
）
の
配
置

特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
状
の
取
得

支
援�

〈
要
旨
〉

・・・・・・



町町のの考え考えをを問う！問う！
　一般質問とは、各議員が町の政策に対しその
執行の状況や将来の方針などについて報告を求
めたり、政策的提言や行政の課題などを執行者
に直接質問することです。
　ここに掲載したものは、質問・答弁ともに質
問者がまとめたダイジェストです。詳しくはQR
コードより録画配信をご覧ください。

一般質問項目一覧
　　土渕保美 議員
　　❶ ロードレース
　　❷ 笠原落し河川敷雑草等回収作業
　　❸ 浄水場施設整備事業
　　④ 東武動物公園駅西口わくわくロード事業
　　⑤ 害獣駆除
　　塚村香織 議員
　　❶ 社会全体の問題としていじめ対策の推進を
　　❷ 不登校児童生徒の学習状況の把握及び評価は
　　③ 総合病院誘致に向けて取組の推進を

P9 　　泉伸一郎 議員
　　❶ 東武動物公園駅西口の周辺整備
　　❷ 高齢者支援を考える
　　③ 熱中症対策
　　④ 子どもの交通安全
　　丸藤栄一 議員
　　❶ 水害への「備え」
　　❷ ごみ・し尿処理の進ちょく状況
　　③ �新型コロナウイルス感染症の「５類」移行

への対応

P13

　　⻆野由紀子 議員
　　❶ 自治会等のデジタル化等に向けた取り組み
　　❷ 地球温暖化対策実行計画の推進
　　❸ 対話型人工知能（ＡＩ）等の活用
　　金子正志 議員
　　❶ わくわく道路の評価は
　　② 新たなごみ処理行政は
　　❸ 町長報酬の20％削減を
　　❹ 怪文書事件の対応は
　　❺ 合併アンケートの実施を

P10 　　川野武志 議員
　　❶ 土地利用推進室
　　❷ 岸辺遊歩道整備
　　❸ 高付加価値農業（６次化）の推進
　　 山妙子 議員
　　❶ �当町の教育は多様性に対応できる柔軟な学

校づくりになっているか
　　❷ ヘルメットに補助制度の考えは
　　❸ �来年度からのごみの収集事務移管に伴い、

町民にわかりやすく周知する努力を
　　❹ 久喜へ繋がる橋はいつ架かるのか
　　⑤ �社会福祉協議会の予算に占める人件費の割

合をどう考えるか

P14

　　山下秋夫 議員
　　❶ 公園、駅などにトイレの設置を
　　❷ �公共施設などのトイレに生理用品、サニタ

リーボックスを
　　❸ 学校給食費の無償化を進めるべきでは
　　④ 残土の山の進捗状況は
　　小河原正 議員
　　① 温暖化対策
　　❷ 教育長の教育方針
　　③ 少数意見の尊重
　　❹ 新ごみ処理施設

P11

　　田島正徳 議員
　　① 今後の宮代町のイベント・行事
　　❷ 病院誘致
　　❸ 今後の宮代町の課題

P15

　　深井義秋 議員
　　① �放置自転車の現状
　　❷ 教育支援センターの利用状況は
　　❸ �久喜宮代衛生組合の解散後の宮代町のゴミ

処理施設は
　　④ パートナーシップ制度
　　⑤ 都市計画道路万願寺橋通り線の整備
　　西村茂久 議員
　　① �病院誘致
　　② 新型コロナ対策のルール変更
　　③ マイナンバーカード
　　❹ ごみ処理に係る町の将来負担
　　❺ 子育て対策

P12

　一般質問は５月29日、30日、６月
１日の３日間で行いました。
※項目一覧の順番は抽選順です。
※�白抜き数字は掲載された質問、それ以外は紙面

の都合により掲載できなかったものです。
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一般質問ダイジェスト

問 

姫
宮
駅
東
口
付
近
か

ら
の
笠
原
落
し
は
樹
木

な
ど
が
生
い
茂
り
、
川

面
さ
え
見
え
な
い
危
険

な
状
況
で
あ
る
。
町
の

対
応
は
。

答 

産
業
観
光
課
長

　

現
状
放
置
し
て
し
ま

う
と
大
雨
時
な
ど
の
排

水
に
影
響
が
及
ぶ
も
の

と
考
え
、
県
の
事
業
債

を
活
用
し
稲
刈
り
後
の

渇
水
期
浚
渫
及
び
雑
木

の
撤
去
作
業
を
行
う
。

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
復
活

問 

近
隣
市
町
で
行
わ
れ

て
い
る
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

を
、
町
で
は
開
催
の
意

思
は
あ
る
の
か
。

答 

教
育
推
進
課
長

　

長
年
の
中
止
に
よ
り

町
職
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

継
承
さ
れ
ず
、
開
催
す

る
場
合
に
は
陸
上
競
技

協
会
や
体
育
協
会
な
ど

の
協
力
が
必
要
に
な
る
。

関
係
団
体
と
相
談
し
な

が
ら
実
現
の
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

宮
東
浄
水
場
施
設

整
備
事
業

問 
２
基
目
の
必
要
性
と

工
事
の
発
注
形
式
で
Ｊ

Ｖ
※
を
採
用
す
る
の
か
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

絶
え
る
こ
と
な
く
水

道
水
を
供
給
す
る
た
め

施
設
や
機
器
の
故
障
な

ど
で
供
給
を
止
め
ら
れ

ず
原
則
、
２
系
列
で
の

運
用
と
な
る
。
ま
た
、

特
殊
な
専
門
分
野
の
工

事
の
た
め
同
等
能
力
の

町
内
業
者
が
不
在
と
み

な
し
Ｊ
Ｖ
は
行
わ
な
い
。

問 

当
町
で
の
い
じ
め
重

大
事
態
の
調
査
報
告
書

は
、
教
職
員
に
共
有
し

て
い
る
の
か
。

答 

教
育
推
進
課
長

　

報
告
書
提
言
の
読
み

合
わ
せ
な
ど
、
教
職
員

で
共
有
し
て
い
く
。

問 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
じ

め
を
把
握
し
た
場
合
の

対
応
は
。

答 

教
育
推
進
課
長

　

こ
れ
ま
で
は
、
い
じ

め
を
把
握
し
て
も
担
任

止
ま
り
の
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
方
針
を
見
直
し
、

い
じ
め
対
策
委
員
会
で

共
有
、
組
織
で
対
応
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問 

い
じ
め
は
学
校
だ
け

の
対
応
で
は
限
界
と
な

り
、
首
長
部
局
で
対
応

す
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。
町
長
の
考
え
は
。

答 

町
長

　

全
国
の
事
例
は
知
っ

て
い
る
。
当
町
で
は
ま

だ
だ
が
、
教
育
委
員
会

と
詰
め
て
い
き
た
い
。

意
欲
に
繋
が
る
評
価
を

問 

不
登
校
児
童
生
徒
の

学
習
評
価
は
。

答 

教
育
長

　

期
末
テ
ス
ト
な
ど
の

資
料
が
あ
れ
ば
そ
の
部

分
を
評
価
で
き
る
。
子

供
た
ち
の
活
動
記
録
を

通
知
表
に
記
載
し
提
供

す
る
事
は
可
能
。

問 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業

に
参
加
し
た
場
合
は
出

席
扱
い
に
な
る
の
か
。

答 

教
育
長

　

町
で
は
体
制
が
整
わ

ず
出
席
と
し
て
い
な
い
。

笠原落し樹木などの伐採を

いじめは社会全体の問題

稲刈り後の渇水期に作業を行う

町長部局での対応も検討していく

首長部局が連携する取組が始まる

樹木などが生い茂り大雨時に危険な状況の笠原落し

土
つちぶち

渕 保
や す み

美 議員

塚
つかむら

村 香
か お り

織 議員

※JV（ジョイント・ベンチャー）とは　複数の企業で請け負う方法
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一般質問ダイジェスト

問 

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
宣
言
を
し
、
具

体
的
取
組
が
期
待
さ
れ

る
。
再
エ
ネ
設
備
導
入

の
取
組
は
。

答 

環
境
資
源
課
長

　
今
年
度
、
環
境
省
の

補
助
採
択
を
受
け
、
公

共
施
設
へ
の
太
陽
光
な

ど
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
導
入
の
可
能
性
調

査
を
実
施
す
る
。

問 

新
規
策
定
の
「
区
域

施
策
編
」
検
討
状
況
は
。

答 

環
境
資
源
課
長

　
２
０
１
３
年
宮
代
町

内
で
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ

２
は
13
万
５
千
ト
ン

だ
が
、
２
０
３
０
年
ま

で
に
46
％
以
上
削
減
し
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
は

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
目
標

を
定
め
、
対
策
を
行
う

方
向
性
と
な
る
。

問 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
弱
体
化
が
進
む
中
、

自
治
会
の
役
割
は
大
き

い
。
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
る
必
要
も
あ
る
が
。

答 

町
民
生
活
課
長

　
町
内
76
の
50
地
区
で

区
長
が
交
代
し
た
。
活

動
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
た
い
。

　
和
戸
町
内
会
と
進
修

館
で
ス
マ
ホ
サ
ロ
ン
が

開
催
さ
れ
34
人
が
参
加

し
た
。
こ
う
し
た
取
組

を
続
け
て
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

問 

対
話
型
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
の
活
用
は
。

答 

企
画
財
政
課
長

　
業
務
上
制
限
を
し
て

い
る
が
、
検
討
を
進
め

て
い
く
。

問 

役
場
前
道
路
に
作
っ

た
工
作
物
の
総
費
用
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

構
想
策
定
業
務
委
託

に
約
４
８
０
万
円
、
デ

ッ
キ
の
設
置
・
撤
去
な

ど
約
73
万
円
、
合
計
約

５
５
３
万
円
。

怪
文
書
事
件
の
対
応
は

問 

４
月
の
県
議
会
議
員

選
挙
で
中
傷
文
書
が
ま

か
れ
た
と
、
前
県
議
が

宮
代
町
議
員
２
名
に
つ

い
て
杉
戸
警
察
署
に
告

訴
状
を
提
出
し
た
。
町

民
か
ら
町
に
問
い
合
わ

せ
は
あ
っ
た
か
。

答 

総
務
課
長

　

町
内
外
各
所
に
郵
送

さ
れ
た
文
書
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
な
い
。

問 

合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
を

「
ふ
れ
あ
い
た
う
ん
紙
」

で
行
っ
た
結
果
は
、
賛

成
54
通
（
93
・
１
％
）

反
対
４
通
（
６
・
９
％
）。

町
で
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
の
補
正
予
算
を
組

む
考
え
は
。

答 

町
長

　

実
施
す
る
考
え
は
な

い
。

町
長
報
酬
20
％
削
減

問 

歴
代
町
長
は
報
酬
を

20
％
削
減
し
、
行
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

報
酬
を
満
額
に
引
き
上

げ
た
総
額
は
。
20
％
減

額
す
る
考
え
は
。 

答 

町
長

　

８
年
間
で
の
総
額
は

約
１
９
４
０
万
円
。
条

例
で
定
め
ら
れ
た
給
与

を
い
た
だ
く
。

地球温暖化対策実行計画の推進は

わくわくロード事業の費用は

再エネ設備導入の調査をする

構想から設置・撤去で約553万円

脱炭素に向けて宮代町の進む道は

「こんなことに税金を使ってほしくない」と批判の声も

⻆
か ど の

野 由
ゆ き こ

紀子 議員

金
か ね こ

子 正
た だ し

志 議員

みやしろ議会だよりNo.127みやしろ議会だよりNo.127 10



一般質問ダイジェスト

問 

他
の
自
治
体
で
は
主

要
駅
や
公
園
な
ど
に
ト

イ
レ
を
設
置
し
て
い
る
。

東
武
動
物
公
園
駅
だ
け

な
い
。
宮
代
町
も
24
時

間
使
用
で
き
る
ト
イ
レ

の
設
置
を
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

駅
は
基
本
的
に
利
用

者
が
使
用
す
る
の
で
、

構
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。
整
備
す
る
場
合
、

費
用
面
や
犯
罪
、
悪
臭

な
ど
の
解
消
が
必
要
。

既
存
の
ト
イ
レ
を
確
認

の
上
、
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。

問 

生
理
用
品
の
配
備
の

調
査
で
ト
イ
レ
に
置
い

て
ほ
し
い
と
回
答
し
た

生
徒
は
87
％
。
東
京
都

は
、
令
和
３
年
９
月
よ

り
生
理
用
品
を
都
立
学

校
全
校
の
女
子
ト
イ
レ

に
配
備
し
て
い
る
。
宮

代
町
で
も
公
共
施
設
の

女
子
ト
イ
レ
に
配
備
を
。

ま
た
、
男
子
用
ト
イ
レ

に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
配
備
を
す
べ
き
。

答 
総
務
課
長

　

宮
代
町
で
は
各
種
相

談
窓
口
に
つ
な
が
る
よ

う
直
接
手
渡
し
、
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
令

和
４
年
よ
り
設
置
済
み
。

学
校
給
食
の
無
償
化
を

問 

国
は
自
治
体
に
お
い

て
適
切
に
判
断
す
べ
き

と
答
弁
し
て
い
る
が
。

答 

教
育
推
進
課
長

　

限
り
あ
る
財
政
の
中
、

引
き
続
き
保
護
者
負
担

を
お
願
い
し
た
い
。　

問 

教
育
長
の
小
中
学
校

再
編
整
備
の
対
応
は
。

答 

教
育
長

　

再
編
は
教
育
長
に
な

っ
た
時
、
中
学
校
を
１

校
に
す
る
こ
と
で
ス
タ

ー
ト
し
た
。
現
在
、
児

童
生
徒
数
が
増
え
て
い

る
地
域
は
、
中
学
校
を

３
校
か
ら
１
校
に
す
る

こ
と
と
、
笠
原
小
と
東

小
を
一
緒
に
す
る
話
を

議
論
し
て
も
、
な
か
な

か
先
が
見
え
な
い
と
こ

ろ
が
あ
る
。

　

あ
る
程
度
人
口
的
に

も
安
定
し
て
い
る
須
賀

小
、
百
間
小
学
校
の
地

域
か
ら
教
育
環
境
を
良

く
す
る
こ
と
が
、
子
供

に
と
っ
て
何
よ
り
も
良

い
こ
と
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

　

中
学
校
は
令
和
９
年

頃
が
生
徒
数
の
ピ
ー
ク

を
迎
え
、
も
し
、
１
校

に
再
編
す
る
と
23
学
級

程
度
の
学
校
を
建
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

に
な
る
。
そ
の
後
、
生

徒
数
が
減
っ
て
い
く
こ

と
も
考
え
、
令
和
９
年

度
か
ら
再
検
証
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

久
喜
市
と
の
覚
書　

問 

新
ご
み
処
理
施
設
整

備
の
覚
書
は
一
部
の
意

見
で
合
意
し
た
の
か
。

答 

環
境
資
源
課
長

　

平
成
26
年
10
月
に
施

設
整
備
の
町
の
費
用
負

担
に
つ
い
て
町
議
員
の

意
見
を
踏
ま
え
締
結
し

た
。

駅や公園などにトイレの設置を

教育長の学校再編の本音は

費用や犯罪行為の課題解消が必要

子供にとって教育環境を良くする

３月に設置され、市民から喜ばれている幸手駅のトイレ

人口の安定している地域から教育環境を進める

山
やました

下 秋
あ き お

夫 議員

小
お が わ ら

河原 正
ただし

 議員

20232023年年（令和５年（令和５年））６月定例議会６月定例議会11



一般質問ダイジェスト

問 

久
喜
市
に
新
た
に
建

設
さ
れ
る
新
ご
み
処
理

施
設
の
建
設
費
と
維
持

費
の
当
町
の
負
担
割
合

は
。

答 

環
境
資
源
課
長

　

新
ご
み
処
理
施
設
の

整
備
費
の
町
負
担
に
つ

い
て
は
、
平
成
28
年
に

久
喜
市
と
締
結
し
た
基

本
契
約
書
に
基
づ
い
て

協
議
し
て
い
る
。
現
時

点
で
は
負
担
金
額
に
つ

い
て
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。
引
き
続
き
双
方
で

協
議
し
な
が
ら
、
費
用

負
担
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
く
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
活
用

問 

不
登
校
児
童
生
徒
の

学
習
方
法
や
い
じ
め
が

発
生
し
た
場
合
の
対
応

策
は
。

答 

教
育
推
進
課
長

　

不
登
校
児
童
生
徒
の

学
習
方
法
は
本
人
の
意

向
や
状
況
を
踏
ま
え
て

時
間
割
を
設
定
し
、
個

別
学
習
や
グ
ル
ー
プ
学

習
を
実
施
し
、
相
談
支

援
員
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て

い
く
。
内
容
に
よ
っ
て

は
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
る

学
校
の
授
業
へ
の
参
加

や
工
作
、
絵
画
、
書
写

な
ど
の
実
技
や
運
動
な

ど
も
実
施
し
て
い
る
。

　

い
じ
め
が
発
生
し
た

場
合
は
事
実
を
確
認
し
、

本
人
た
ち
へ
の
指
導
や

保
護
者
と
の
連
絡
な
ど
、

職
員
間
で
情
報
共
有
を

し
な
が
ら
対
応
し
て
い

く
。

問 

久
喜
市
ご
み
処
理
新

施
設
整
備
の
経
費
負
担

は
協
議
が
難
航
し
て
い

る
。
協
議
不
調
の
場
合

の
町
の
対
応
は
。

答 

環
境
資
源
課
長

　

ご
み
処
理
委
託
・
受

託
を
明
記
し
た
基
本
協

定
書
に
基
づ
き
、
そ
の

趣
旨
に
そ
っ
て
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問 

協
議
の
成
り
行
き
に

よ
っ
て
は
町
の
重
大
な

決
断
の
時
期
が
来
る
と

思
わ
れ
る
。
町
長
の
決

意
を
伺
い
た
い
。

答 

町
長

　

今
回
の
件
に
つ
い
て

は
、
９
月
議
会
に
し
っ

か
り
と
答
え
た
い
と
考

え
て
い
る
。

学
校
給
食
費
無
償
化

問 

完
全
無
償
化
に
対
す

る
町
の
考
え
は
。

答 

教
育
推
進
課
長

　

食
育
の
推
進
、
少
子

化
対
策
、
子
供
の
貧
困

対
策
な
ど
の
観
点
か
ら

自
治
体
で
広
が
っ
て
い

る
の
は
承
知
し
て
い
る
。

問 

子
育
て
世
帯
の
保
護

者
負
担
金
な
ど
、
経
費

負
担
感
の
逐ち
く
い
ち一
解
消
は

必
要
で
は
な
い
か
。

答 

教
育
推
進
課
長

　

老
朽
化
し
た
学
校
施

設
の
修
繕
、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
、
最
新
の
教
育

環
境
確
保
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

な
ど
）
の
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。
ま
ず
は
、

今
後
、
国
の
異
次
元
の

少
子
化
対
策
に
か
か
る

議
論
の
状
況
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。

新ごみ処理施設の負担金は

重大な決断の時期、町長の決意は

費用負担割合は協議中

９月議会でしっかりと答えたい

新ごみ処理施設建設予定地（菖蒲清掃センター周辺）

令和９年に解体予定の久喜宮代清掃センター

深
ふ か い

井 義
よしあき

秋 議員

西
にしむら

村 茂
しげひさ

久 議員

みやしろ議会だよりNo.127みやしろ議会だよりNo.127 12



一般質問ダイジェスト

問 

東
武
動
物
公
園
駅
西

口
周
辺
整
備
事
業
の
進

捗ち
ょ
く

と
進
展
、
ま
た
病
院

誘
致
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

東
武
動
物
公
園
、
新

し
い
村
ま
で
を
市
民
参

加
に
よ
り
、
歩
い
て
楽

し
い
エ
リ
ア
と
し
て
整

備
す
る
た
め
の
社
会
実

験
を
行
っ
た
。
今
後
も

社
会
実
験
と
検
証
・
検

討
を
進
め
て
い
く
。

答 

健
康
介
護
課
長

　

病
院
誘
致
に
つ
い
て

は
、
県
の
第
８
次
地
域

保
健
医
療
計
画
の
策
定

に
む
け
て
、
情
報
収
集

や
東
武
鉄
道
と
の
協
議

を
進
め
る
と
共
に
、
県

を
は
じ
め
関
係
機
関
へ

の
要
望
活
動
を
行
っ
て

い
く
。

高
齢
者
の
支
援

問 

認
知
症
対
策
と
買
い

物
支
援
は
。

答 

健
康
介
護
課
長

　

冊
子
「
認
知
症
ケ
ア

パ
ス
」
の
作
成
・
配
布

を
実
施
。
ま
た
、
認
知

症
見
守
り
シ
ー
ル
の
発

行
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
貸
出

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
る
。
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
を

定
期
的
に
実
施
す
る
な

ど
、
支
援
体
制
の
整
備

や
地
域
ケ
ア
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

移
動
ス
ー
パ
ー
は
２

事
業
者
が
定
期
的
に
巡

回
・
販
売
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
見
守
り
活
動

に
も
協
力
し
て
い
る
。

問 

水
害
に
備
え
、
あ
ら

か
じ
め
要
援
護
者
※

の

安
否
確
認
や
避
難
支
援

の
体
制
を
整
え
る
こ
と
。

　
ま
た
、
食
料
や
水
、

簡
易
ト
イ
レ
な
ど
避
難

物
資
の
確
保
・
備
蓄
を

行
い
、
事
前
に
避
難
所

運
営
の
訓
練
を
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

答 

町
民
生
活
課
長

　

要
援
護
者
の
避
難
支

援
は
福
祉
課
、
健
康
介

護
課
、
町
民
生
活
課
で

個
別
避
難
計
画
の
作
成

を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
施
設
関
係
者

と
の
間
で
受
入
れ
の
準

備
や
訓
練
に
つ
い
て
も
、

計
画
づ
く
り
と
と
も
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

小
・
中
学
校
体
育
館
に

エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

問 

水
害
だ
け
で
は
な
く
、

地
震
で
の
避
難
所
と
な

る
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
の
設
置
の
考
え
は
。

答 

町
長

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組

ん
で
い
く
が
、
小
・
中

学
校
の
建
て
替
え
の
中

で
設
置
し
て
い
き
た
い
。

新
ご
み
処
理
施
設

問 

新
ご
み
処
理
施
設
の

基
本
設
計
は
で
き
た
が
、

実
施
設
計
は
。
ま
た
、

整
備
費
の
町
負
担
分
は
。

答 

環
境
資
源
課
長

　

実
施
設
計
は
９
月
頃

に
完
成
予
定
で
あ
る
。

現
在
、
久
喜
市
と
協
議

を
行
っ
て
お
り
、
費
用

負
担
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

今後の東武動物公園駅西口開発は

要援護者の避難支援の体制を急げ

わくわくロード事業と病院誘致を

個別避難計画の作成を進めている

今後が期待される、東武動物公園駅西口

台風２号による図書館入口付近の道路冠水（６月３日）

 泉
いずみ

 伸
しんいちろう

一郎 議員

丸
がんどう

藤 栄
えいいち

一 議員

※�要援護者とは　災害発生時に１人で避難することが難しい人（高齢者、
障がい者、外国人、乳幼児、妊婦など）を指します。20232023年年（令和５年（令和５年））６月定例議会６月定例議会13



一般質問ダイジェスト

問 

土
地
利
用
推
進
室
が

予
定
し
て
い
る
今
年
度

で
の
検
討
内
容
と
成
果

目
標
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

主
な
も
の
は
次
の
３

点
。

① 

和
戸
駅
西
側
や
須
賀

高
野
島
地
区
の
関
係
地

権
者
の
方
々
と
、
今
後

の
整
備
の
方
向
性
を
検

討
し
て
い
く
。

② 

新
た
な
開
発
等
の
課

題
や
問
題
点
を
整
理
し
、

土
地
利
用
転
換
の
可
能

性
が
あ
る
エ
リ
ア
を
選

定
し
て
い
く
。

③ 

残
土
の
山
の
民
間
資

金
に
よ
る
撤
去
の
可
能

性
や
町
の
対
応
方
策
を

検
討
し
て
い
く
。

備
前
堀
川
の
岸
辺
遊

歩
道
整
備

問 

鉄
橋
か
ら
和
戸
大
橋

ま
で
を
対
象
と
し
て
、

親
水
護
岸
や
町
道
な
ど

を
整
備
を
実
施
す
る
考

え
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

整
備
エ
リ
ア
は
、
道

路
整
備
を
含
め
、
地
元

と
の
意
見
交
換
を
踏
ま

え
て
決
定
し
て
い
く
。

高
付
加
価
値
農
業

（
６
次
化
）※
の
推
進

問 

非
農
地
の
創
設
を
伴

う
土
地
改
良
事
業
に
取

り
組
む
考
え
は
。

答 

町
長

　

土
地
利
用
転
換
の
可

能
性
を
検
討
す
る
中
で
、

制
度
の
活
用
や
６
次
化

施
設
の
誘
導
も
検
討
し

て
い
く
。

問 

制
服
の
申
告
制
か
ら

選
択
制
へ
の
現
状
と
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
装
着
は
。

答 

教
育
長

　

選
択
制
を
進
め
る
た

め
に
情
報
収
集
、
検
討

を
始
め
、
既
に
業
者
と

の
や
り
取
り
を
始
め
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
努
力
義

務
化
に
伴
い
、
製
品
指

定
を
取
り
や
め
る
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。

ご
み
収
集
事
務
移
管

問 

変
更
内
容
を
住
民
が

分
か
る
よ
う
に
、
外
国

人
向
け
の
分
別
表
に
ひ

ら
が
な
表
記
を
。

答 

環
境
資
源
課
長

　

住
民
の
混
乱
や
心
配

を
防
ぐ
た
め
、
集
積
所

看
板
や
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
な
ど
の
表
示
は

も
と
よ
り
問
い
合
わ
せ

の
体
制
を
町
と
し
て
整

備
す
る
。
衛
生
組
合
と

連
携
し
な
が
ら
、
丁
寧

に
対
応
す
る
。　

　

外
国
語
版
で
の
日
本

語
併
記
は
可
能
な
限
り

対
応
す
る
。

久
喜
市
に
繋
が
る
橋

問 

久
喜
駅
東
口
に
大
型

ス
ー
パ
ー
が
で
き
る
。

橋
が
で
き
れ
ば
買
物
が

便
利
に
な
る
。
橋
の
場

所
、
費
用
、
時
期
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

中な
か
お
と
し
ほ
り
か
わ

落
堀
川
手
前
ま
で

舗
装
を
残
し
完
成
済
。

そ
の
先
に
架
設
す
る
。

久
喜
市
が
施
工
し
町
が

負
担
金
を
支
払
う
方
向

で
協
議
。
工
事
着
手
は

令
和
７
年
度
以
降
。

土地利用推進室の役割は

インクルーシブ教育の町の考えは

歳入確保や地域の活性化を目指す

大変重要であると認識している

制服の選択制に伴う変更は来年度生徒手帳にも記載

まちづくり建設課内に土地利用推進室を設置

※農業の６次化とは　農業者が自ら作った作物を原材料として加工・製造、流通・販売まで行う取組み

まるやま
山 妙

た え こ
子 議員

川
か わ の

野 武
た け し

志 議員

みやしろ議会だよりNo.127みやしろ議会だよりNo.127 14



一般質問ダイジェスト

問 

住
み
や
す
い
町
を
維

持
す
る
た
め
に
課
題
と

し
て
認
識
し
て
い
る
事

は
。

答 

企
画
財
政
課
長

　

町
政
全
般
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。
課
題
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、

基
盤
整
備
な
ど
に
よ
る

安
定
し
た
歳
入
確
保
が

必
要
。
和
戸
横
町
の
区

画
整
理
に
よ
り
、
年
1

億
数
千
万
円
の
税
収
確

保
が
見
込
め
る
。
今
年

度
「
土
地
利
用
検
討
エ

リ
ア
」
へ
の
企
業
立
地

の
推
進
や
他
地
域
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

引
き
続
き
歳
入
確
保
の

取
り
組
み
を
進
め
る
。

問 

入
学
児
童
数
の
偏
り

で
の
教
室
不
足
は
。

答 

教
育
推
進
課
長

　

最
新
の
推
計
で
は
、

既
存
の
学
校
施
設
の
中

で
対
応
可
能
と
見
込
ん

で
い
る
。

病
院
誘
致
に
む
け
て

問 

誘
致
活
動
は
。

答 

健
康
介
護
課
長

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で

切
れ
目
の
な
い
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
体
制
の

構
築
が
町
の
喫
緊
の
課

題
で
、
病
床
制
度
の
柔

軟
な
運
用
を
大
野
埼
玉

県
知
事
に
対
し
要
望
し

て
い
る
。
2
月
13
日
は

窪
田
杉
戸
町
長
と
と
も

に
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

今
後
も
県
の
保
健
医
療

計
画
策
定
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
、
取

り
組
ん
で
い
く
。

今後の宮代町の課題解決は
「歳入確保」が大変重要である

町たばこ税並みの税収確保が見込まれる物流倉庫

田
た じ ま

島 正
まさのり

徳 議員

町民の声を議会だよりに反映！町民の声を議会だよりに反映！

議会だより127号について、
◦写真　◦文字　◦色づかい　
◦レイアウト　◦記事の内容　など
ご意見、ご感想、お気づきの点をメールまたは
郵送でお寄せください。

今後町民の皆様からのお声を議会だよりに反映させていただきます。

宮代町議会広報委員会まで
〒345－8504 宮代町笠原1-4-1

mail:gikai3846@outlook.jp

来年度に向けて
議会だよりモニターを

募集します。
詳細は次号で！

20232023年年（令和５年（令和５年））６月定例議会６月定例議会15
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ご
み
処
理
の
負
担

問　
久
喜
市
の
新
ご
み
処

理
施
設
に
つ
い
て
、
本
体

工
事
は
約
３
７
０
億
円
に

な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
宮

代
町
の
負
担
は
ど
れ
く
ら

い
に
な
る
の
か
。

答　
稼
働
は
令
和
９
年
４

月
か
ら
と
決
ま
っ
て
い
る
。

建
設
費
の
負
担
割
合
は
協

議
中
で
、
夏
ま
で
に
は
は

っ
き
り
す
る
。
町
で
は
３

億
２
０
０
０
万
円
の
基
金

が
あ
る
。

問　
ご
み
処
理
を
久
喜
に

委
託
す
る
に
あ
た
っ
て
の

負
担
金
や
久
喜
の
新
ご
み

処
理
施
設
建
設
費
負
担
金

な
ど
、
町
民
は
ほ
と
ん
ど

知
ら
な
い
。
ご
み
問
題
に

つ
い
て
町
民
の
考
え
を
聞

い
て
ほ
し
い
。

答　
久
喜
市
と
宮
代
町
で

覚
書
を
以
前
に
交
わ
し
て

い
る
。
新
炉
を
建
設
す
る

際
に
は
宮
代
町
も
負
担
す

る
と
な
っ
て
い
る
。
新
炉

建
設
に
約
３
０
０
億
円
、

久
喜
宮
代
衛
生
組
合
の
解

体
は
30
億
円
く
ら
い
か
か

る
。
住
民
に
納
得
い
く
よ

う
に
進
め
る
と
町
長
は
言

っ
て
い
る
。

問　
久
喜
宮
代
衛
生
組
合

周
辺
の
環
境
整
備
は
何
も

さ
れ
て
い
な
い
。
廃
炉
に

関
す
る
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
関
し
て
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
が
。

答　
衛
生
組
合
の
清
掃
セ

ン
タ
ー
解
体
は
令
和
９
年

～
12
年
の
間
に
行
う
。
地

下
に
何
が
あ
る
か
に
よ
っ

て
金
額
が
跳
ね
上
が
る
。

町
か
ら
の
回
答

　
久
喜
市
の
新
ご
み
処
理

施
設
の
整
備
費
用
は
、
昨

年
９
月
、
２
７
６
億
７
４

３
２
万
８
千
円
と
久
喜
市

が
決
定
し
て
い
る
。
整
備

費
用
の
負
担
に
つ
い
て
は
、

久
喜
市
と
宮
代
町
で
協
議

を
行
っ
て
い
る
。

合
併
の
行
方

問　
「
ふ
れ
あ
い
た
う
ん
杉

戸
宮
代
」
に
よ
る
と
、
合

併
に
賛
成
し
て
い
る
議
員

４
人
、
反
対
８
人
と
出
て

い
た
。
反
対
す

る
議
員
の
理
由

は
？
町
の
発
展

の
た
め
に
合
併

し
て
ほ
し
い
。

答　
改
選
前
の

議
会
で
合
併
に

関
す
る
請
願
に

反
対
し
た
議
員

が
８
名
い
た
と

い
う
こ
と
。

答　
今
の
段
階

で
は
単
独
で
も

行
政
運
営
を
し

て
い
け
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
持
っ
て
い
る
の
で
合
併

し
な
く
て
良
い
と
思
っ
て

い
る
。

税
金
の
無
駄
遣
い

問　
循
環
バ
ス
に
数
百
万

円
、
学
童
施
設
に
５
～
６

千
万
円
無
駄
に
な
っ
て
い

る
。
３
年
前
に
学
童
を
新

設
す
る
時
に
、
笠
原
小
の

人
数
が
増
え
る
こ
と
は
想

定
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

学
童
の
新
建
設
や
バ
ス
の

新
契
約
に
つ
い
て
、
議
員

は
資
料
の
請
求
は
し
て
い

る
の
か
。
税
金
の
無
駄
遣

い
、
使
い
方
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
税
金
の
無
駄
遣
い
は

そ
の
通
り
で
、
そ
の
都
度

指
摘
し
、
な
く
し
て
い
く

の
は
議
会
の
監
視
の
役
目

で
あ
る
。
循
環
バ
ス
や
学

童
に
つ
い
て
の
事
業
に
関

す
る
資
料
は
、
執
行
部
か

ら
い
た
だ
き
説
明
も
受
け

て
い
る
。
審
議
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
１
０
０
点
満

点
で
納
得
し
て
賛
成
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
別
で

あ
る
。

問　
国
保

答　
平
均

町民と議員との議会懇談会

ごみ処理問題に
多くの意見

　５月13日㈯、進修館小ホールで「第29回町民と議員
との議会懇談会」を開催しました。予算特別委員会委員
長から審議の内容を報告した後、参加した16人の住民の
皆さんと議員により、意見交換を行いました。
　町に対する質問は、後日、町から回答を得ました。

和戸駅西側
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小
中
学
校
適
正
化

問　
中
学
校
の
１
校
化
に

つ
い
て
、
須
賀
小
・
中
学

校
の
人
数
や
ク
ラ
ブ
活
動

の
問
題
、
残
土
の
山
、
和

戸
や
須
賀
地
区
の
活
力

を
取
り
戻
す
た
め
な
ど
、

様
々
な
問
題
を
踏
ま
え
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答　
20
年
先
を
見
据
え
た

子
ど
も
の
環
境
、
安
全
を

第
一
に
考
え
る
と
１
校
に

す
る
こ
と
は
反
対
で
あ
る
。

答　
小
中
学
校
適
正
化
計

画
で
は
中
学
校
は
１
校
と

い
う
案
が
あ
っ
た
が
、
計

画
の
検
証
を
行
い
、
令
和

９
年
に
再
検
討
す
る
事
に

な
っ
た
。
活
性
化
と
い
う

事
で
は
、
須
賀
上
の
土
地

利
用
の
検
討
や
須
賀
小
再

整
備
を
し
て
い
る
の
で
、

令
和
９
年
ま
で
判
断
を
伸

ば
す
の
は
妥
当
と
考
え
る
。

町
か
ら
の
回
答

　
令
和
３
年
５
月
の
審
議

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
今

後
20
年
の
長
期
的
な
視
点

の
中
で
、
小
学
校
を
３
校
、

中
学
校
を
１
校
に
再
編
す

る
こ
と
を
目
指
す
。

問　
和
戸
駅
周
辺
の
開
発

を
進
め
て
ほ
し
い
。

答　
和
戸
駅
西
側
は
調
整

区
域
だ
が
、
ど
う
し
た
ら

家
が
建
て
ら
れ
る
か
、
須

賀
上
交
差
点
付
近
に
商
業

施
設
を
建
て
ら
れ
る
か
な

ど
、
地
権
者
と
勉
強
会
を

し
て
い
る
。
若
い
人
た
ち

が
住
み
や
す
い
環
境
を
整

え
て
人
口
を
増
や
し
、
須

賀
中
学
校
は
残
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

循
環
バ
ス

問　
現
在
の
循
環
バ
ス
は

ス
テ
ッ
プ
が
な
く
て
乗
り

づ
ら
い
。
３
月
ま
で
は
ス

テ
ッ
プ
が
あ
っ
て
よ
か
っ

た
。
バ
ス
を
利
用
す
る
の

は
、
障
が
い
者
と
か
高
齢

者
と
か
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
な
の
で
、
縁
石
が
あ

る
場
所
は
危
な
い
。
福
祉

的
な
視
点
で
バ
ス
に
つ
い

て
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ

う
担
当
者
へ
伝
え
て
ほ
し

い
。

答　
以
前
と
同
じ
仕
様
の

バ
ス
を
用
意
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
間
に
合
わ
な

い
た
め
、
現
在
の
バ
ス
に

な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
は

変
更
が
あ
る
と
思
う
。

　
気
が
付
い
た
場
所
に
関

し
て
は
、
担
当
課
へ
伝
え

て
改
善
し
て
い
く
。

町
か
ら
の
回
答

　
購
入
を
予
定
し
た
ノ
ン

ス
テ
ッ
プ
バ
ス
が
生
産
休

止
と
な
っ
た
。
現
在
は
、

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
１
台
、

ス
テ
ッ
プ
型
バ
ス
２
台
で

運
行
し
て
い
る
。
縁
石
に

つ
い
て
は
、
乗
降
者
数
の

多
い
と
こ
ろ
か
ら
順
次
対

応
を
考
え
て
い
る
。

い
じ
め
防
止

問　
い
じ
め
防
止
の
た
め

の
組
織
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
理

由
で
賛
成
し
た
の
か
。

答　
条
例
自
体
が
な
か
っ

た
の
で
、
ま
ず
条
例
を
制

定
し
な
い
と
対
応
が
で
き

な
い
た
め
賛
成
し
た
。

希
望
す
る
テ
ー
マ

▼
ご
み
処
理
問
題

▼
合
併
問
題

▼
人
口
減
少
対
策

▼
小
中
学
校
の
適
正
配
置

▼
町
の
財
政
状
況

▼
子
育
て

▼
医
療
・
介
護

▼
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策

自
由
意
見

▼
懇
談
会
の
告
知
を
し
っ

か
り
と
。

▼
宮
代
町
の
人
口
（
税
収
）

は
、
こ
の
数
年
間
ど
う
し

て
減
少
し
て
い
る
の
か
。

▼
議
員
も
自
由
に
話
し
て

も
ら
う
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
と
思
う
。

▼
時
間
が
足
り
な
い
。
自

分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
全
体
の
時
間
が
少
な
す

ぎ
る
。

▼
新
焼
却
炉
に
つ
い
て
は
、

負
担
金
も
相
応
に
出
し
、

計
画
策
定
に
も
参
加
す
べ

き
で
す
。
将
来
不
安
に
な

ら
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り

計
画
策
定
に
参
加
す
べ
き
。

　
参
加
者
の
皆
様
、
ご
意

　
参
加
者
の
皆
様
、
ご
意

見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

見
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
次
回
は
11
月
に
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。
詳
し
く

は
11
月
１
日
の
議
会
だ
よ

り
で
ご
案
内
し
ま
す
。

90才～
85～89
80～84
75～79
70～74
65～69
60～64
55～59
50～54
45～49
40～44
35～39
30～34
25～29
20～24
15～19
10～14
５～９
０～４

148148人

568568人人 567 567人人

982982人人
1,3501,350人人

1,5801,580人人
1,1071,107人人
949949人人

909909人人
1,1591,159人人
1,2181,218人人

970970人人
871871人人

800800人人
701701人人
722722人人

656656人人
590590人人
655655人人

  
 897 897人人

 1,144 1,144人人
 1,346 1,346人人

 1,086 1,086人人
 900 900人人

 968 968人人
 1,238 1,238人人

 1,459 1,459人人
 1,134 1,134人人

 1,012 1,012人人
 977 977人人

 770 770人人
 868 868人人

 664 664人人
 654 654人人
 670 670人人

女女年齢年齢男男

376人
 448人 570人

 宮代町 人口ピラミッド 宮代町 人口ピラミッド
33,66333,663人人

令和４年（2022）１月31日現在令和４年（2022）１月31日現在
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再生紙を
使用して
います。

　
第
２
回
目
は
、
庁
舎
内
の
花
壇

を
い
つ
も
綺
麗
に
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
代
ク
ラ

ブ
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Q　

�　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
代
ク

ラ
ブ
は
ど
の
よ
う
な
団

体
で
す
か
。

A　

�　

２
０
０
４
年
に
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
解
散

し
た
の
を
き
っ
か
け
に

新
た
に
、
地
域
貢
献
の

た
め
立
ち
上
げ
た
団
体

で
す
。
現
在
16
名
の
会

員
や
ふ
れ
ん
だ
む
の

方
々
と
一
緒
に
月
２
回

活
動
し
て
い
ま
す
。

　［委 員 長］  塚村　香織
　［副委員長］  泉　伸一郎
　［委　　員］  金子　正志

 ［委　　員］  丸藤　栄一
 ［委　　員］  深井　義秋

　　９月議会の予定は９月議会の予定は

　　８月31日８月31日(木)(木)　午前10：00　午前10：00  

場所　議場（進修館小ホール）場所　議場（進修館小ホール）
一般質問は９月４日㈪・６日㈬・７日㈭一般質問は９月４日㈪・６日㈬・７日㈭

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
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前
号
か
ら
議
会
だ
よ
り
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
物
事
に
は
色
々
な
側
面
が

あ
り
、「
変
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
」
も
あ
り
ま
す
。「
こ
れ

ま
で
通
り
で
い
い
」
と
過
去
の

実
績
に
執
着
し
続
け
る
の
で
は

な
く
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

す
勇
気
も
必
要
で
す
。
皆
様
が

手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
紙
面
の
充
実
と
向
上

に
努
め
て
参
り
ま
す
。�

（
泉
）

編
集
後
記

広報委員

　NPO法人宮代クラブ
　前理事長

加
か と う

藤 昭
て る お

男さん　

A　

�　
み
や
し
ろ
保
育
園
の

子
ど
も
た
ち
と
、
毎
年

11
月
に
新
し
い
村
で
芋

ほ
り
を
し
て
い
ま
す
。

Q　

�　
最
後
に
議
会
へ
要
望

は
あ
り
ま
す
か
。

A　

�　
ご
み
の
問
題
や
防
犯

な
ど
、
地
域
の
こ
と
に

つ
い
て
し
っ
か
り
と
注

視
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

道
路
や
川
の
清
掃
、
役
場
の
花
壇

の
整
備
、
園
児
を
招
い
て
の
芋
掘
り

会
の
開
催
。
そ
し
て
、
献
血
事
業
と

多
方
面
で
の
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
お
人
柄
に

も
感
動
い
た
し
ま
し
た
。（

泉
・
塚
村
）

Q　

�　
主
な
活
動
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

A　

�　

毎
年
10
月
に
献
血
推

進
の
お
手
伝
い
や
県
道

の
清
掃
、
庁
舎
内
に
お

花
を
植
え
る
な
ど
、
町

民
の
方
々
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

Q　
�　

活
動
を
通
し
て
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
は
。

A　
�　

地
域
の
方
や
町
職
員

の
方
、
会
員
と
の
親
睦

を
深
め
て
繋
が
り
づ
く

り
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。

Q　

�　
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
も
し
て
ま
す
ね
。  

感
謝
で
す

年に 2 回の花壇の植え替え（庁舎前）

秋の恒例子どもたちとの芋掘り会

町
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

スマホでチェック！スマホでチェック！


